
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P334

　局地風 「まつ ぼ り風」 の 吹走メカ ニ ズム

ー上空の 風 向 と阿蘇外輪山の 地形 に着 目して 一

＊稲村友彦 （首都大院 都市環境，日本学術振興会特別研究員），赤堀 充，泉 岳樹，松山 洋 （首都大 都市環境）

1　はじめに

　 「まつ ぼり風」 とは，熊本県阿蘇山の 立野火 口瀬で 生 じ

る強 い 東寄 りの 局地風 で ある．まつ ぼり風 の 研究 と して

は強襲 地 帯に あ る 大津東小学校 の 宿直簿 に よ る ま つ ぼ り

風事例を 解析 した小野寺 （1975）や 独 自の現地観測デー

タ を 用い て詳細な解析を 行 な っ た 黒瀬ほ か （2002）な ど

が あ り，これ らの研究に よ っ て，まつ ぼ り風 が地形 の力学

的な効果に よ っ て 生 じる強風 で ある こ とが明 らか とな っ

た、また，黒瀬 ほか （2002）で は，ま つ ぼ り風 の発 生条件

として 「850hPa 付近 （阿蘇山山頂付近）で 10　m ！s 程

度また はそれ以上の 東南東〜南南東の 風が吹 い たとき」

と し て い る．稲村 ほ か （2011）に おい て も上空 の 風 向が

南東風の 時に まつ ぼ り風 が 発生 しや すい こ とが 地上 観測

データや 高層気象観測 データ よ り明 らか とな っ たが ，な

ぜ北 東風 の 時 に まつ ぼ り風 が 発生 しな い の か は 明 らか と

さ れ て い ない ．そ こ で本研究で は，メ ソ数値気象モ デル

を用い た シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ りt 北東風 で まつ ぼ り風

が発生 しない 原因を明らかに するこ とを試みた．具体的

に は，立 野火 口 瀬を 通 る 東西断面を 軸 と して 南北反転 さ

せ た 地形を 用 い た シ ミ ュ レーシ ョ ン を 行な い ，立 野火 口

瀬南北の地形 の影響か ら上述 し た原 因 に迫 っ た．

2 手法

　本研究で は RAMS 　Ver．6．0 を 用い ，現実の 地 形 と地形

を 南北 反 転 さ せ た地 形 を 用い た実験 （現実実験 と反転実

験）をそれぞれ行ない ，比較 した．対象事例は，黒瀬ほ

か （2002）で まつ ぼり風が観測 された 1999年 4 月 17〜

18 日で，計算時間は 1999 年 4 月 17 日 9 時〜18 日 9

時 （日本時間）の 24 時間 と した．初期値お よび 境界条件

に は JRA −25 を用 い，地形 に は 国土地理院数値地図 50

m メッ シ ュ （標高）を用 い た．計算は 4 重ネス テ ィ ン グ

で 行ない ，水平格子間隔は
一

番外側 の Domain 　1 が 40

km ，　 Do 皿 ain 　2 が 8km ，　 Domain 　3 が 2km ，　 Demain

4 （第 1 図の 領域）が 500m で ある．現実実験で は すべ

て の Domain で 現実の 地形を，反転実験で は Dornain 　4

の み で 反転 した地形 を用 い た．

3 結果と考察

　現 実実験 と反 転実験の 地上風 速の 差を第 1 図 に示す．

これを見 る と，立野火口 瀬から西 に かけて 反転実験 の風

速が 2〜5m ／s 小さくな っ て い るこ とがわかる．また，

立野火 口 瀬付近 の 南北断面 に つ い て 鉛直流を み る と （第

2 図 ， 反転実験は 省略），現実実験 で は 南側の 外輪山 で 最

大 5m ！s の 下降気流 が 生 じた が ，反転実験 で は 最大 3

m ！s と小 さか っ た．こ れ は，現 実の 南側外輪山の 斜面 方

位は北西 で ある た め上空の南東風 に対 して お ろ し風 が生

じやす い もの の
， 現実の 北側外輪山の 斜面方位は 西 で あ

るためおろし風が生じに くか っ たもの と考えられる．以

上 よ り，上 空 の 風向が 南東風以外 の と きに まつ ぼ り風 が

発生 しに くい 原因は，南北外輪山の形状の 違 い に よ る も

の と考 え ら れ る．今後は 事例を増 や して 本研 究の 結果 の

妥当性を確認する と と もに，斜面方位 に 関す る感度実験

を行なう予定で ある．
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第 1 図　現実 実験 と反 転実験 の 地 上風速の 差．
1999年 4 月 17 日 21 時

〜18 日 9 時の 平均値

を 示す，T は 立野火 口瀬，破 線は 反転地形 の 反

転 軸，点線は第 2 図で示す断面を示す，

黜。
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第 2 図 現実実験にお け る 立野火口瀬付近の 鉛

直風の 南北断面 （18 日 0 時）．
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